新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金交付事業の概要


１　概要
新型コロナウイルス感染症に対する医療提供に関し、都道府県等から役割を設定され
　た医療機関等に勤務し、患者と接する医療従事者や職員（以下、医療従事者等）に対し慰労金を給付する。（他の慰労金を含め１人につき１回に限る）
２　慰労金給付対象・金額（国実施要綱等より）
	対象医療機関等
	給付金額
	対象者

	新型コロナウイルス感
染症に対する医療提供
に関し、都道府県から
役割を設定された医
療機関等※１、1-2
	実際に新型コロナウイルス感染症患者に診療等を実施
	20万円／人

※２
	「始期」から６月30日までの間に、

通算して10日以上勤務

※４
	患者と接する医療従事者等
※５

	
	上記以外
	10万円／人
	
	

	その他病院、診療所、
訪問看護ステーショ
ン、助産所※1-2
	実際に新型コロナウイルス感染症患者に対して入院診療等を実施
	20万円／人

※３
	
	

	
	上記以外
	５万円／人
	
	


※１ 重点医療機関、感染症指定医療機関、新型コロナウイルス感染症患者入院受入医療機関、帰国者・接
触者外来設置医療機関、地域外来・検査センター等
　※１-2 医療機関（病院及び診療所）は保険医療機関に、訪問看護ステーションは指定訪問看護事業者に限る
※２        当該医療機関等で実際に初めて新型コロナウイルス感染症患者（帰国者・接触者外来設置医療機関、地域外来・検査センターは感染症の疑い例を含む）に診療等を行った日以降に勤務していない医療従事者等に対しては１人10万円を給付

※３        当該医療機関等で実際に初めて新型コロナウイルス感染症患者に入院診療等を行った日以降に勤務していない医療従事者等に対しては１人５万円を給付

※４「始期」は、静岡県では令和２年２月７日（静岡県患者受入日）とする。
　※４ 年次有給休暇や育休等、実質勤務していない場合は、勤務日として算入しない
　※５ 「患者との接触を伴い」かつ「継続して提供することが必要な業務」に合致する状況下で働いている医療従事者等（派遣労働者の他、業務委託受託者の労働者として働く従事者も同趣旨に合致する場合は対象に含まれる）

３　慰労金給付申請手続
　・医療従事者等が勤務先医療機関等に代理受領の委任を行い、委任を受けた医療機関等が都道府県に給付申請を行うことを原則とする
　　（退職者等、医療機関等で把握できない場合等は、直接都道府県に給付申請を行う）
・代理受領分の申請受付、支給事務等は県が県国民健康保険団体連合会（以下、国保連合会）に委託する
	
	申請事務の流れ
	摘要

	①
	（医療機関等→国保連合会）医療機関等がオンライン請求システムに申請書類をアップロード

※オンライン請求未対応の場合はウェブ申請が原則
	国保連合会→県

申請書類送付

	②

	（県→医療機関等）県が申請書類を審査の上、給付決定通知を医療機関等あて郵送
	

	③

	（国保連合会→医療機関等）国保連合会が医療機関あて慰労金を振込【概算払】、振込通知書を郵送
	

	④
	（医療機関等→県）医療機関等が県あて実績報告書（精算書）、添付書類を郵送
	


















